
　

末
森
城
跡
は
、宝
達
志
水
町
の
ほ

ぼ
中
央
に
あ
る
末
森
山（
標
高
１
３

８・８
m
）に
所
在
す
る
山
城
跡
で
、

能
登
と
加
賀
・
越
中
を
結
ぶ
交
通
の

要
衝
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

確
か
な
築
城
年
代
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、発
掘
調
査
で
は
土
師
器
や
陶

磁
器
、砥
石
、碁
石
、鉄
砲
玉
、鉄
釘
、

銅
銭
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、お
お

む
ね
15
世
紀
後
半
か
ら
16
世
紀
に
か

け
て
活
動
し
て
い
た
痕
跡
が
確
認
で

き
ま
す
。

　

文
献
で
は
、天
正
５
年（
１
５
７
７
）

８
月
の
上
杉
謙
信
書
状
に「
末
守
」と

確
認
で
き
る
の
が
最
初
で
す（「
末

森
」と
記
さ
れ
る
の
は
江
戸
時
代
）。上

杉
氏
の
支
配
の
後
、織
田
信
長
に
仕

が
衝
突
し
た「
末
森
合
戦
」の
舞
台

と
し
て
有
名
で
す
。

　

天
正
10
年
に
本
能
寺
の
変
で
織
田

信
長
が
死
去
す
る
と
、織
田
家
の
家

督
を
め
ぐ
る
争
い
が
起
こ
り
ま
す
。

翌
11
年
の
賤
ヶ
岳
の
戦
い
で
柴
田
勝

家
を
破
り
、天
下
人
を
目
指
す
羽

柴（
豊
臣
）秀
吉
に
、織
田
信
雄（
信

長
の
次
男
）と
徳
川
家
康
が
対
抗
し

た
の
が
天
正
12
年
３
月
に
始
ま
る
小

牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
す
。こ
の
戦
い

で
、前
田
利
家
は
羽
柴
方
に
、佐
々

成
政
は
織
田
・
徳
川
方
に
つい
て
戦
い

ま
し
た
。

　

同
年
９
月
、佐
々
成
政
は
、前
田

利
家
の
領
国
で
あ
る
加
賀
・
能
登
の

分
断
を
図
る
た
め
、末
森
城
を
急
襲

し
ま
す
。成
政
は
、越
中
か
ら
宝
達

山
系
を
越
え
て
末
森
城
に
ほ
ど
近
い

坪
井
山（
坪
山
）に
本
陣
を
張
って
攻

撃
し
ま
し
た
。し
か
し
、城
将
奥
村

家
福（
永
福
）ら
の
徹
底
抗
戦
と
、利

家
の
素
早
い
救
援
に
よ
り
、成
政
は

撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
戦
い
の
功
績
で
、の
ち
に
利
家

は
秀
吉
政
権
内
で
の
地
位
を
向
上

さ
せ
、前
田
氏
が
加
賀
・
能
登
・
越
中

三
カ
国
を
領
有
す
る
道
が
開
か
れ

ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、「
末
森
合

戦
」が
、加
賀
百
万
石
の
礎
を
築
く

き
っ
か
け
と
な
っ
た
合
戦
と
評
価
さ

れ
る
の
で
す
。

え
た
土
肥
親
真
の
下
で
、羽
咋
郡
の

行
政
の
中
心
と
し
て
、城
下
町
も
整

備
さ
れ
ま
し
た
。親
真
の
死
後
、前
田

氏
の
城
と
な
り
、そ
の
後
、同
14
年
に

「
末
守
町
」が
解
体
さ
れ
、「
敷
浪
」に

移
転
さ
れ
る
頃
ま
で
は
、末
森
城
も

機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、末
森
城
は
加
能
越
国
境

の
要
衝
に
位
置
す
る
軍
事
拠
点
で

あ
り
、戦
国
末
期
に
お
い
て
羽
咋
郡

域
支
配
の
中
心
地
と
し
て
の
機
能

も
担
って
い
た
の
で
す
。

　
末
森
城
跡
は
、天
正
12
年（
１
５
８

４
）９
月
に
前
田
利
家
と
佐
々
成
政

末
森
城
跡
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前田利家（開禅寺蔵）

佐 成々政（法園寺蔵、尼崎市立歴史博物館 画像提供）



末
森
城
跡

縄
張
り
図

9月15日、上杉謙信により七尾城が落城する
9月17日、上杉謙信、「末守」の地を手に入れ、家臣の
村上（山浦）国清、斎藤朝信を配置する
9月23日、上杉謙信、柴田勝家ら織田軍を加賀手取
川で破る（手取川の戦い）

3月、上杉謙信病死

7月、上杉景勝、末森城の土肥親真に、加賀一向一
揆と協力して同城を堅守するよう命じる

閏3月、柴田勝家ら織田勢が加賀に乱入する。その
後、能登に進軍し、土肥親真を降す
8月、織田信長、土肥親真に羽咋郡の知行を命ずる
10月、土肥親真、御礼言上のため安土城に上る

6月2日、織田信長、京都本能寺で明智光秀に討たれ
る（本能寺の変）

4月21日、羽柴秀吉、柴田勝家を近江賤ヶ岳で破る
（賤ヶ岳の戦い）
土肥親真、前田利家の与力として参陣し、討死する
5月11日、前田利家、奥村家福（のちの永福）および千
秋範昌を末森城へ派遣する

3月6日、織田信雄、親羽柴派の家臣を殺害する。そ
の後、徳川家康とともに挙兵する（小牧・長久手の戦
い）
9月10日、佐々成政、坪井山（坪山）に陣を構え、末森
城を攻撃する。前田利家、末森城の救援に赴き、佐々
成政を攻撃する（末森城の戦い）

8月、豊臣秀吉、佐々成政を降伏させる

7月、前田利家、「末守町」を「敷浪村」に移転させる
（末森城の廃城）
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末森城跡関係年表

年号 西暦 主な出来事

ホンマル

ワカミヤマル

ササラキド
←至駐車場

ヨコビキ

ワカミヤ

　
末
森
山
を
中
心
に
四
方
八
方
に
派
生
す
る
尾
根
部
に
城
郭
遺
構
が

展
開
し
て
い
ま
す
。城
郭
内
に
は
、敵
に
簡
単
に
攻
め
ら
れ
な
い
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

主郭に相当します。北に長さ５０ｍ
の後曲輪と南にニノマルを改修し
た馬出しを、北と西の斜面には竪
堀を配置し守りを固めています。
ホンマルからは、日本海が眺望で
きます。

南側に逆L字型の堀が設けられ
ています。これは、城道を大きく曲
げて、曲輪の出入り口を制御す
るために設けられた防御設備の
「馬出し」と考えられています。

南側には3段の曲輪とその東に土
塁を持つクランク状に屈曲した堀
があります。屈曲した堀は、南側が
西側に張り出しており、横矢（敵を
側面から鉄砲や弓矢で攻撃する
こと）をかける工夫が施されていま
す。

発掘調査で掘立柱建物や土坑、
溝跡が確認されています。15世
紀後半から16世紀中頃の土師
器や陶磁器、砥石、碁石、鉄砲
玉、鉄釘、銅銭など生活遺物が出
土していることから、山上で居住し
ていたと考えられています。

虎口（城の出入り口）と推定され
ています。城道を屈曲させ横矢
の形態をとることが確認されてい
ます。発掘調査では、越前焼、土
師質土器、鉄釘、銅銭が発見さ
れています。

軍記物などに、「簓城戸（ささらき
ど）」と記されるものと関連が考えら
れますが、はっきりしていません。幅
3ｍ、延長21mの土塁を持つ曲輪
があり、この場所が本丸に向かう
城道の出入り口の一つであったと
みられています。
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